
報
文

香

茅
油

の
成

分

に
就

て

(第
一
報
)

理

學

士

加
福

均

三

一
、
香
茅
油

の
性
状

本
報
文
に
於

て
著
者
が
單

に
香
茅
油

と
稱

す
る
は
臺
灣

新
竹
廳

下
罩
蘭
庄
津

島
香
油
農
場
に
於
て
製
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
蒸
溜

後
約

一
ケ
年
を
經

過
し
た
る
も
の
な
り
而
し
其
原
植
物
は
曩
に
惠
澤
、
篠
崎
、

賀
田

三
氏
が
試
驗

に
供
せ
し
精
油
の
原
植
物
と

全
く
同

一
な
り
と
す
該
原
植
物

の
學
名

に
關
し
て
は
嘗
て
賀
田
工
學
士
は
早
田
理
學
博
士
の
説
と
し
て
A
n
d
r
o
p
o
g
o
n
 
o
d
o
r
a
t
a

(
a
u
t
h
o
r
?
)
な

る
べ
し
と
紹
介
せ
ら
れ
し
も
余

は
其
揮
發

油
の
化
學
的
見
地
よ
り
此
者
が
恐
ら
く
は
C
y
m
b
o
p
o
g
o
n
 
c
i
t
r
a
t
u
s
 
S
t
a
p
f

若
く
は
其
變

種

な
る
べ
き
を
想
像
せ
ざ
る
能
は
ず

香
茅
油
に
關

し
て
の
文
献
は
本
誌
第
十
六
編

(
大
正
二

年
)
に
於
て
惠
澤
貞
次
郎

(
五
四

一
　
五
四
九
)
篠
崎
英

之
助

(
五
五
〇
　

五
六

一
)
及
び
賀
田
立
二

(
九
四
三
　

九
六

一
)
等
に
よ
り
て
の
報
文
の
他
に
は
獨

國

ミ
ル
テ
ィ
ッ
の

シ
ン
メ
ル
會
社

年
報

(
R
e
p
o
r
t
 
o
f

S
c
h
i
m
m
e
l
&
C
o
.
,
1
9
1
3
A
p
l
.
7
2

)

に
現
は
れ
た
る
も
の
あ
り
是
等
の
文
献
中
に
公
に
さ
れ
た
る
香
茅
油

の
性
状
を
表
示
す
れ
ば



ア

ル
デ

ハ
イ
下
分

著

者

比

重
(%
)

旋
光
度
(
吻
)

酸
殿

酸
性
法

程

法

溶
解
度

惑

澤

○
。
八
九
三

一

右
左
零
度

二
。
一

1

・1

ー
・

篠

崎

○
。
八
八
六

八

右
○
・
一
七
度

三
。
七
三

六
・
五

六
四

無
水
酒
精

一
容
以
内

賀

田

○
。
八
八
三
八

右
左
零
度

五
・
三

二

(
六
九
・
三
五
)

六

三

九
五
%
酒
精

一
容

以
内

シ
氏

一
號

○
。
九

一
三
九

右
左
零
度

℃

l

i

七

五

七
〇
%
酒
精

二
容
半

以
内

同
第

二
號

○
・
八
八
二

一

左
○
↓

三
度

-

七
六

六
六

無
水
酒
精

一
容

以
内

同
第
三
號

○

.
八
六
五
四

左
0
・
〇
六
度

-

五
四

五
〇

九
五
%
酒
精
半

容
以
内

同
第
四
號

O
・
八
六
六
四

左

0
・〇
六
度

i

五
六

五
三

同

同
第
五
號

○
。
八
八
三
六

左
○
・
一
〇
度

-

六
九

六
五

'

無
水
酒
精

一
容
以
内

の
如
く
に
し
て
惑
澤
氏
は
香
茅
油
は

レ
モ
ン
グ
ラ

ス
油
と
類
を
同
う
す
る
こ
と
を
明
に
し
次
で
篠
崎
工
學
士
は
其
主
成
分

シ
ト
ラ

ル
を

其
セ
ミ
ヵ
ー
バ
ゾ

ー
ン
に
よ
り
て
謹
明
し

(
融
鮎

一
六
四
度
)
又
本
油
の
ア

ル
デ

ハ
イ
ド
含
量
を
測
定
す
る
と
同
時

に
ア
ル
デ

ハ
イ
ド

以
外
に
尚
テ

ル
ペ
ン
類
及
び
ア
ル
コ
;
ル
類
の
存
在
せ
る
を
説
き
た
り
賀
田
工
學
士
は
更
に

シ
ト
リ
・デ
ン
シ
ア
ン
錯
酸

(
融
鮎

一
二
〇

度
i
純
粋
な
る
も
の
は

一
ニ
ニ
度
な
る
筈
)
に
よ
り
本
油
中
に
於
け
る

シ
ト
ラ
ル
の
存
在
を
惜
か
む
る
と
同
時
に

シ
ア
ン
錯
酸
璽
の
炭

酸
曹
達
に
封
す
る
性
質
を
鷹
用
し
○
・二
五
%

の
シ
ト

ロ
ネ
ラ

ル
の
存
在
を

主
張
し
且
非

ア
ル
デ

ハ
イ
ド

の
蟻
酸
挿
入
よ
り

シ
ト
ロ
ネ

ラ

ル
の
存
在
す
べ
き
を
指
示
し
た
り
然
れ
ど
も
氏
は

シ
ト
リ
・デ
ン
シ
ア
ン
錯
酸
の
外
何
等
確
然
た
る

誘
導
髄
を
得
る
を

得
ざ
り
し
が

如
し
又
氏
は
テ

ル
ペ
ン
質
の
沸
鮎
よ
り
此
者
が
含
有
す
る
テ

ル
ペ
ン
は
デ
ィ
ペ
ン
テ
ン
、

カ
ー
ヴ
ェ
ス
ト
リ
ー
ン
、
タ
ー
ピ
ノ
リ
ー
ン
、

タ
ー
パ
イ

ニ
ー
ン
、

フ
畿
ン
チ
ー
ン
、
セ
ス
キ
タ
ー
ビ

ー
ン
等

の
中
な

る
べ
き
を
説
け
り

シ
ン
メ
ル
會
肚
の
年
報

は

前
掲
の
衷
を
掲
げ

た
る
外
輩
に
其
比
重
低
く
溶
解
度
小
な
る
こ
と
を
述
べ
西
印
度
産

レ
モ
ン
グ
ラ
ス
油
に
類
す
る
こ
と
を
述
べ
た
り

著
者
の
試
料
は
前
述
の
如
く
津
島
香
油
農
場
に
於
て
製
油
後
約

一
ケ
年
を
輕
過
し
た
る
者
に
し
て
深
赤
褐
色
を
帯
び
稽
粘
稠
性
を
呈

し
た
り
其
性
状
次
の
如
し



比

重

O
。
八
八
二
九
(
二
二
度
)

○
・
八
六
九
六
(
四
〇
度
)

屈
折
率

一
・
四
八
七
四
(
一
七
.
五
度
)

一
.
四
八
五
〇
(
二
二
・
五
度

)

旋
光
性

不
明
(
但
左
右

一
〇
分

ノ

一
度
以
内

)

酸

数

三
.
一

比
粘
度

三
・
一
(
一
八
度
)

溶
解
度

一
容
以
内

の
無
水
酒
精

に
可
溶
(
一
八
度
)

右

の
中
比
重
は
ピ
ク
ノ
メ
タ

ー
を
用

ゐ

一
は
氣
温
に
於
て
他
は
四
〇
度
の
恒
温
槽
に
浸
し
て
是
を
測
定
し
た
る
も
の
な
り
又
屈
折
率

は
ア
ッ
ベ
屈
折
計
を
用
ゐ
た
り
比
粘
度
と
あ

る
は

閑
Φ藝
署
①
訂
。・8
。・芽

に
し
て
約
五
粍
の
香
茅
油
を
用
ゐ
て

剛
八
度

の
水
中
に
浸
し
た

る
毛
細
管
粘
度
計

(
ポ
ァ
セ

ユ
式
を
オ

ス
ト
フ

ル
ド
の
改
良
し
た
る
者
)
を
用

ゐ
油
面
が
粘
度
計

の
劃
線
を
通
過
す
る
時
間
に
比
重
を
乗

じ
是
を
水
に
て
行

ひ
た
る
時
の
時
間
数
を
以
て
除

し
た
る
商
な
り

二
、

ア
ル
デ

ハ
イ

ド

(
イ
)
シ
ト
ラ

ル

原
油

一
〇
〇
蛇
を
と
り
是
を

一
七
五
瓦
の
無
水
亜
硫
酸
曹
達
及

一
二
五
瓦
の
重
炭
酸
曹
達
及

三
、
五
七
〇

蛇
の
水

と
共
に
常
温
に
於
て
振
盤
機
上
に
六
時
間
動
揺
せ
し
め
た
る
後

一
日
間
放
置
し
水
溶
液
の
透
明
と
な
る
を
待
ち
て
是
を
分
離
し
其
残
留

部
の
容
積
を
測
定
し
た
り
當
初
の
温
度
と
測
定
時
の
温
度

の
差
約
二
度
は
訂
正
を
加

へ
ず
し

て
直
に

シ
ト
ラ

ル
の
含
率
を
計
算
し
た
る

に
六
四
・○
%
な
る
結
果
を
得
た
り
此
結

果
は
篠
崎
工
學
士
の
結
果
と
全
然

一
致
す
る
を
見
る
次
に
溶
解
せ
る

不
安
定
ず

ル
フ
ォ
ン
酸
魍

は
是
に
苛
性
曹
達
を
加
ふ
る
こ
と
に
よ
り
溶
解
せ
し

シ
ト
ラ

ル
を
游
離
す
る
を
得
べ
く
其
牧
量
の
理
論

の
約
九
〇
%
を
回
牧
し
得
た
り

此
者
二
・○
瓦
に
つ
き
焦
性
葡
萄
酸

(男
》・岩
く
ざ

臣
9
創
)
一
一
・○
瓦
及
び
べ
ー
タ

ナ
フ
チ
ラ
ミ
ン
ニ
・○
瓦
を
加

へ
逆
流
冷
却
器
の
下
に
無
水

酒
精
と
共
に
約
二
時
間
半
煮
沸
し
て
生
じ
た
る
黄
色
結
晶
は
数
次
の
精
製
の
後

一
九

七

度
に
於
て
溶
融
し
た
る
に
よ
り
其

α
シ
ト
リ

ル
β

ナ
フ
ト
シ
ン

コ
ニ
ン
酸
な
る
を
推
知
し
得
た
り
又
回
牧
し
た
る

シ
ト
ラ
ル
よ
り

ア
ル
カ
リ
と
ア
セ
ト
ン
の
働
に
よ
り
ψ

ヨ
ノ
ン
を



製

し
冷
時
濃
硫
酸
上
に
其

嫡
滴
を
加

へ
て
強
き
董
香
を
戚
じ
た
る
に
よ
り
シ
さ
ラ

ル
の
存
在
を
確
む
る
を
得
た
り

(
ロ
)
総

ア
ル
デ

ハ
イ
ド

バ
ー
ジ
ェ
ス
及
チ
ャ
イ

ル
ド
法
に
階

ひ
四
〇
%

の
酸
性
亜
硫
酸
曹
達
溶
液
七
五
靖
と
同
液

二
五
靖
を

一
〇
%

苛
性
曹
達
を
以
て
中
和
し
た
る
も
の
ゝ
混
合
に
二
〇
蛇
の
原
油
を
加

へ
強
く
振
湯
皿し
た
る
に
忽
に
し
て
白
色
粥
状

の
軟
塊
を
生
ぜ
る
が

此
者
を
撮
氏
七
〇
度

の
温
水
に
浸
し
屡
振
還
し
つ
ゝ

一
時
間
を
輕
過
し
た
る
に
白
色
の
結
晶
は
全
く
水
中
に
溶
解

し
誰
し
た
る
を
以
て

徐
々
に
水
を
加

へ
て
不
溶
油
分
を
器

の
頸
に
集
め
其
容
積
を
測
定
し
た
る
に

其
容
積

の
減
少

六
六
・八
%

に
及
ぴ
た
り

又
別
に
二
〇
%

中
性
亜
硫
酸
曹
達
溶
液
五
〇
靖
を
豫
め
錯
酸
を
以
て
全
く

フ
ェ
ノ
ル
フ
タ

レ
イ

ン
に
中
性
な
ら
し
め
た
る

後
是
に
原
油

一
靖
を
加

へ
漸

次

一
・〇
六

一
規
定
錯
酸
を
以
て
中
和
し
つ
ゝ
振
湯
　し
終
に
約
七
〇
度
の
温
浴
に
浸
し
つ
ゝ

其
微
紅
色

の
全
く
裾
色
す
る

迄
滴
定
し
た

る
に
七
・五
〇
蛇
の
酸
を
清
費
し
た
り
以
上
よ
り
計
算
に
よ
り

シ
ト
ラ

ル
の
比
重
を
O
・八
九
〇
と
し
て

其
含
有
容
率
を

算
出
す
る
に
前

と
同
じ
く
六
六
・入
%

を
得
た
り
但
此
方
法
は
操
作
中
過
剰
の
酸
を
加
ふ
る
こ
と
あ
ら
ば
全
然
用
う
べ
か
ら
ざ
る
結
果
に
到
達
す

以
上
の
外

シ
ア
ン
錯
酸
法
を
も
試
み
た
る
も
試
藥

の
新
鮮
な
ら
ざ
り
し
爲
か
結
果
と
し
て
非

ア
ル
デ

ハ
ノ
・
ド
分

一
〇
・五
%

(
容
)
を

指
示
し
剰

へ
溶
液
よ
り
析
出
せ
し
め
た
る

シ
ト
リ
・デ
ィ
ー
ン
シ
ア
ン
錯
酸
其
他
の
混
合
物
は
全
然
舎

利
別
状
を
呈

し

何
を
用
う
る
も
是

を
結
晶
と
な
す
能
は
ぎ
り
き
此
原
因
に
就
て
は
更
に
他
日
を
期
し
軍

に
畝
に
附
記
し
て
識
者
の
参
考
に
資
す
る
あ
ら
ば
幸
な
り
要
す
る

に
以
上
の
結
果
よ
り
香
茅
油
の
含
有
す
る

ア
ル
デ

ハ
イ
ド
(
所
謂
)
分
は
其
容
積
の

六
六
・八
%

に
し
て

其
九
六
%
乃
ち

原
油
容
積
の
六

四
%
は

シ
ト
ラ

ル
な
り
と
見
る
を
得

ぺ
し

三
、
分
溜

五
〇
〇
瓦
の
原
油
に
二
・五
瓦
の
重
炭
酸
曹
達
と
五
〇
〇
蛇
の
水
を
加

ヘ
ニ
○
分
間
振
盟
器
上
に
振
盟
し
た
る
後
水
層

を
分
ち
油
分

は
是
を
無
水
硫
酸
曹
達
上
に
乾
燥
せ
し
め
た
る
後
是
を
分
溜
に
附
せ
り
分
溜
は
炭
酸
氣
中
に
於
て
三
乃
至
四
粍
の
半
眞
空
を
以
て
施
行



し
次
の
如
も
諸
溜
分
を
得
た
り

幾

敗
率
(%
)

屈
折
率
(ぜ

比
重
(賑
)

一

四

五
迄

六

二

一
・
四
六

七
七

〇

・
八
〇

七

一

二

四

五
-

五

二

六

・
七

一
・
四
六

八

一

〇

・
八

一
七
〇

三

五

ニ
ー

七

Q

三

。
二

一
・
四

七

四
〇

1

四

七

〇
1

七

九

三

〇
・
八

一
・
四

八
四

〇

〇

・
八

八
六

七

五

七

九
-

八

一

三

二

・〇

一
・
四

八

四
九

〇
・
八

八
六

六

六

八

一
ー

九

〇

二

・
二

一
・四

八
三

八

ー

七

九
〇

ー
⊥

五

五

四

・六

一
・
四

八

三
四

-

淺
,

渣

一
二

・
〇

一
・
五

一
八

i

右
の
中
第

一
第

二
溜
分
は
原
湘
に
燭
特
な
る

一
種
異
様
の
臭
氣
を
有
し
他

の
テ

ル
ペ
ン
類

の
香
氣
と
は
甚
其
趣
を
異
に
す
第
三
溜
分

よ
6
は
漸
く

レ
モ
ン
の
香
氣
と
な
り
第
四
溜
分
に
於
て
其
香
氣
は
最
佳
快
に
し
て

シ
ト
ラ

ル
に
特
異
の
香
を
呈
す
る
も
箪
五
よ
り
は
少

し
く
枯
草
臭
を
帯
び
第
六
溜
分
に
至
り
て
は
大
に
焦
臭
を
俘

ひ
來
る
以
上
の
各
部
分
を
更
に
再
三
分
溜
に
附
し
原
油
四
〇
〇
瓦
よ
り
左

の
各
溜
分
を
得
た
り
但
分
溜
は
凡
て
三
-
五
粍

の
減
塵
を
以
て
し
た
り

幾

牧
婁

)

屈
折
率
(22Dn
)

一

五

五
迄

四

〇

・
三

一
・四

六

七

〇

二

五

五
-

七
〇

一
九

・
七

一
・四

八
〇

〇

三

七

〇
1
八

〇

ニ

ニ

八
・
一

一
・四

八
七

〇

四

八
〇
…

一
〇

〇

一
〇

・
八

一
・
四

八
山ハ

一

五

一
〇

〇
ー

一
五

五

五

・
二

一
・四

八
六

五

,

淺

渣

六

7

ニ

ー

損

央

三

五

・
三

1

澱
上
の
獲
澄
及
損
失
の
大
な
る
は
瘤
器
、
冷
却
器
等
に
附
着

し
た
る
油
分
を

一
回
毎
に
拭
ひ
去
り
た
る
と
最
低
温
蒸
瘤
分
の
蒸
溜
に



際
し
冷
却
不
充
分
な
り
し

こ
と
あ
り
し
と
高
温
に
於

て
本
油
が
甚
縮
合
し
易
き
こ
と
に
起
因
す

四
、

テ

ル
ペ

ン

前
掲
の
分
溜
に
よ
り
て
得
た
る
第

一
溜
分
は
梢
爽
快
に
し
て
刺
戟
性
を
有
す
る
燭
特

の
香
氣
を
有
し
是
に
金
属

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
投
入

す
る
と
き
は
熱
を
登
し
て
手
を
以
て
燭
る
ゝ
能
は
ざ
る
に
至
り
終
に
は
大
部
分
黄
色
樹
脂
状
の
物
質
と
な
る
を
以
て
或
は
酸
素
を
含
有

す
る
こ
と
あ
ら

む
と
思
ひ
其
元
素
分
析
を
行

ひ
た
り
其
結
果
は

物
質

○
・
一
八
八
八

炭
醜
…

○
・山
ハ
〇
九
九

水

○
・
一
九

三
山ハ

に
し
て
炭
素
八
八
・
一
〇
%
水
素

一
一
・一ご
九
%
に
相
當

し
酸
素

の
含
有
率
は
僅
か
に
○
・五

一
%
に
過
ぎ
ず
然
か
も

O
δ
国
δ
と
し
て
の
百

分
率
は
炭
素
八
八
・
一
七
、
水
素

一
一
・八
三
な
る
よ
り
此
溜
分
は
主
と
し
て

O
δ
国
H⑦
な
る
組
成
を
有
す
と
見
る
を
得
乃
は
ち
此
部
分
に
小

量
の
金
属

ナ
ト
リ
ウ

ム
を
加

へ
更
に

一
回
減
趣
の
下
に
精
製
し
た
る
に
次
の
如
き
諸
性
質
を
呈
し
た
り

旋

光

性
(
Ω
u
)

無

屈

折

性
(
ロ
鴫

.㎝
)

一
・
四
六

七

三

比
重

へ画
ミ

。
)

○

・
八
〇
四

四

同

(
働
謡

)

○

・
七
九

九

〇

比
粘

度

(
β
憩
o
)

○

・
八

三

以
上
よ
り
此
者
の
分
子
屈
折
を
計
算
す
る
と
き
は
四
六
・九
四
を
得
然
る
に

ρ
。国
δ
と
し
て
二
重
結
合
三
個
を
有
す
る
化
合
物

の
理

論
数
は
四
六
.九

三
な
る
を
以
て
此
者
が
オ
レ
フ
ヰ
ン
系
の

鎖
状
テ
ル
ペ
ン
な
る
べ
き

こ
と
は
疑
を
挾

む
の
鯨
地
な
し
殊
に
西
印
度
産

レ

モ
ン
グ
ラ

ス
油
乃
は
ち

魯

§
ぴ§
遷
§

ミ
飛ミ
§

の
¢
蔦

よ
り
得
た
る
揮
登
油
中
に
オ

レ
フ
ヰ
ン
系
テ

ル
ペ
ン
の
存
在
す
る
こ
と
は
既
に
幾

多

の
人
の
唱
道
し
た
る
と

こ
ろ

に
し
て
此
種
の

レ
モ
ン
グ
ラ
ス
油
の
通
有
性
た
る
難
溶
性
は
該
テ

ル
ペ
ン
の
縮
合
に
起
因
す
る
も
の
な



り
と
稻
せ
ら
る

(○
蜜
房
蓉

き
勉
U
讐
詣
凶・・ダ

H
㊤
O
評

鵠
Q◎
鞠
b
Φ

ぎ

鐸
αq
曲
畠
。。言
碧
凶勲
お
O
"
写

.
◎◎
い
oD
Oゲ

昏

0
9

頃
Φド
℃
○
客
鳩
H
O
O
◎o
鳩

誤
い
宅
葺

の
聾
⊆
日
①
目
嚇
曙
"
ぞ
①
。・ゆ
膨
象
琶

冒
邑
豊
昌

お
O
Q。
℃
b9
Φ
翻

の
o剴

粋

0
9

剴
①『

b
掌
博
μ
㊤
O汐

α
。。
)
然
れ
ど
も
該

オ
レ
フ
ヰ
ン

系
テ
ル
ペ
ン
が
果
し
て
何
な
る
か
に
就
て
は
未
だ
何
等

の
丈
献
あ
る
と
な
く
階

て
該
タ

ル
ペ
ン
よ
り
確
乎
た
る
結
晶
性
誘
導
髄
は
未
だ

得
ら
れ
た
る
と
な
し
余
は
此
テ

ル
ペ
ン
の
性
状
よ
り
推
測
し
て
此
者
が
或
は

ミ
ル
セ
ン

(
べ
ー
葉
精
油
、
リ
ッ
ピ
ア
シ
ト
リ
オ
ド
ラ
精
油

中
の
鎖
状
テ

ル
ペ
ン
)
と
同

一
物
に
非
ざ
る
や
と

の
疑
を
懐
き
此
者
よ
り
結
晶
性
誘
導
髄
を
得
ん
と

の
方
針
を
以

て
實
験
を
進
め
た
り

(
イ
)
テ

ル
ペ
ン
と
無
水
錯
酸
の
反
慮

該
テ

ル
・ペ
ン

一
〇
靖
を
通
常

ア
ル
コ
ー
ル
に
錯
酸
基
を
化
合
せ
し
む
る
如
く
無
水
錯
酸

一
〇

蝿
無
水
錯
酸
曹
達
二
瓦
と
共
に
沸
温
に
於
て
庭
理
す

る
こ
と

一
時
間
の
後
水
を
加

へ
て
過
剰
の
無
水
錯
酸
を
分
解
し
よ
く
水
洗
し
た
る

後
油
層
を
分
離
し
是
を
無
水
硫
酸
曹
達
を
以

て
乾
燥
せ
し
め
其

一
・七
三
三
瓦
を
通
常
の
如
く

一
〇
蛇
の
二
分

一
規
定
酒
精
加
里
を
以

て
鹸
…化
し
た
る
六
〇
・〇

一
な
る

エ
ス
テ

ル
数
を
與

へ
た
り

次
に
検
禮
全
部
を
鹸
化
し

水
蒸
氣
を
以
て
其
揮
螢
性

の
部
分
を
追
出
し
た

る
に
其
約
七
五
%
は
樹
脂
状
物
質
と
し
て
残
留
し
溜
液
は
著
し
く
芳
香
性
を
有
す
る
テ

ル
ペ
ン
臭
を
呈
す
る
を
見
た
り
以
上
よ
り
推
論

す
る
に
該
テ

ル
ペ
ン
は
上
の
如
き
方
法

に
よ
り
大
部
分
縮
合
作
用
を
起
す
と
同
時
に
其

一
部

は
ア
ル
コ
ー
ル
に
攣
化
す
る
も
の
ゝ
如
く

舷
に
生
成
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
を
○
δ
餌
。・○
と
假
定
す
れ
ば
其
量
は
原

プ
ル
ペ
ン
に
封
し

一
七
・三
%
、
生
成
せ
る
揮
登
性
物
質
の
約
七
〇
%

を
占
む

(
p
)
テ
ル
ペ
ン
と

ベ
ル
ト
ラ

ム
加
水
法

テ
ル
ペ
ン

一
〇
蝿
を
ベ
ル
ト
ラ

ム
加
水
法
に
よ
り
氷
錯
酸

三
〇
瓦
稀
硫
酸
(
一
鱒二
)
一
ー

一

・五
蝿
と
混
合
し
撮
氏
四
〇
ー

四
二
度
に
於

て
四
-

六
時
闘
掩

搾
し
た
る
後
氷
錯
酸
を
中
和
し

油
分
を

エ
ー
テ
ル
に
イし
浮
め
取
り
乾
燥

後

エ
ー
プ
ル
を
躯
逐
し
減
塵
蒸
溜
に
附
し
た
る
に
二
ー
三
・五
蛇
の
佳
快
な
る

芳
香
を
有
す
る

油
分
を
得
た
り

此
者
は
著
し
く
リ
ナ
ロ

ー
ル
に
類
す
る
香
氣
を
呈
す
る
と
同
時

に
幾
分
リ
モ
ネ

ン
様

の
輕
き
香
を
有
し
た
り
此
反
慮
,の
生
成
物

に
就
て
は
尚
研
究
績
行
中
に
し



て
後
報
を
待

て
其
結
果
を
公
に
す
べ
し

,

(
ハ
)
テ

ル
ペ
ン
の
糖
合

以
上
よ
り
該
鎖
状
テ

ル
ペ
ン
は
益

々
ミ
ル
セ
ン
な
ら
む
と
の
確
信
を
懐
き

ゼ
ム
ラ

ー
の
謹
明
法
を
以
て
之

れ
を
明
か
に
せ
ん
と
試
み
た
り
(野

ぴ

《
9

巌
O
①
)
乃
は
ち
其
の
二
〇
蝿
を
窒
素
と
共
に
壁
厚

の
硝
子
管
に
密
封
し
カ
リ
ゥ
ス
煉
中
に
於

て
六
時
闘

(
ぜ

ム
ラ
ー
に
は

こ
五
〇
度
以
上
に
四
時
間
と
あ
り
)
二
三
〇
度
に
熱

し
た
る
後
管
を
開
き
是
を
分
溜
に
附
し
た
り
此
際
始

め
無

色
の
流
動
し
易
か
り
し
液
は
梢
黄
色
を
帯

び
た
る
甚
し
き
粘
稠
性
の
物
質

に
攣
じ
た
る
が
三
粍
の
減
厘

の
下
に
於

て
次
の
諸
溜
液

を
與

へ
た
り

一

五
〇
度
迄

9

二
瓦

二

一
五
〇
1

一
五

七

六
瓦

三

残
渣

七
瓦

於
鉱
第

二
溜
乃
は
ち

一
五
〇
1

一
五
七
の
部
分
を
再
び
三
粍
の
減
謹
に
て
精
製
し
た
る
に
主
と
し
て

一
五
〇
・五
よ
り

一
五
二
・五
に

於

て
溜
揖
し
次
の
諸
性
質
を
呈
す

屈
折

率

(蟹
鬼

)

一
・四

九

九

七

比
重

(
鎌
湊

)

○

・
八
八

一
二

而
し
て
以
上
よ
ら
計
算
し
た
る
分
子
屈
折
は
九
〇
・七
四
に
し
て
}
　重
結
合
四
箇
を
有
す
る

ρ
属
混

の
理
論
数
は
九
〇
・四
八
な
り
又

,此
者
を
ゼ

ム
ラ

ー
の
得
た
る

α
カ
ム
フ
ォ
レ
ン
の
純
粋
な
る
も
の
に
比
す
る
に

沸
黙

(九
粍
)

一
七
八
1

一
八
〇

比
重
(創
旨
)

.

○
。
八
八
四
四

旋
光
度
(Ω
b
)

O

屈
折
率
(
冒
⇔
)

一
・
五
〇

】
九
九

分
子
屈
折

九
〇
。六
四

其
性
質
は
余

の
得
た
る
者
と
甚
相
近
似

せ
る
諸
値
を
有
す
る
を
以
て
其
果
し
て

縦
カ
ム
フ
ォ
レ
ン
な
る
か
を
検
せ
ん
が

爲
に
其
三
瓦

を
六
瓦
の

エ
ー
テ
ル
に
溶
か
し
氷
と
璽
を
用

ゐ
て
よ
く
冷
却
し
つ
ゝ
全
く
乾
燥
せ
る
幽
化
水
素
氣
流
を
通
じ
た
る
に
約
半
時
間
に
し
て

器
中
の
液
は
紫
褐
色
粥
状
の
半
固
禮
に
凝
結
す

る
を
認
め
た
り
於
鼓
是
を

ヌ
ッ
チ
ェ
上
に
吸
濾
し
多
孔
磁
板
上
に
援
げ
て
液
分
を
除
き
た



る

に
白
色
の
結
晶
を
得
た
り
是
を
無
水
酒
精
を
以
て
洗
漁
し
再
三
再
四
無
水
酒
精
に
て
再
結
晶
を
行
ひ
た
る
後
其
融
鮎
を
検
し
た
る
に

=

一九
i

一
三

一
度
に
於
て
熔
融
し
た
り
又
其
璽
素
含
量
は
分
析
の
結
果

物
質

・
三

ハ
茜

盤
化
銀

・
三

二
九
三

G
%
{璽

{琴

畿

に
し
て
此
者
が

α
カ

ム
フ
謹
レ
ン
テ
ト
ラ

バ
イ
ド

ロ
ク

・
ラ
イ
ド
な
る
を
知

る
從
つ
て
香

茅
油
の
含
有
せ
る
プ

ル
ペ
ン
は

ミ
ル
セ
ン
な

る
こ
と
を
謹
し
得
た
り
因
に
云
ふ
余
の
得
た
る

α
カ
ム
フ
ォ
レ
ン
テ
ト
ラ

バ
イ
ド

・
ク
ロ
ラ
イ
ド

の
結
晶
は
絹
緑
状
光

澤
を
有
す
る
純

白
色
に
し

て
顯
微
鏡
を
以

て
見
る
と
き
は
正
六
角
形
及
長
方
形
の
甚
薄
き
鱗
片
状
を
呈

し
た
り

香
茅
油
の
他

の
成
分
に
就
て
は
更

に
研
究
綾
行
中
に
し
て
追
而
是
を
磯
表
す
べ
し
(大
正
五
年
一
月
塁
濁
総
督
府
研
究
所
に
於
て
)


